
・千葉県は、今後、労働力人口の減少が見込まれる。
・女性の有業率は、出産・子育て期間に、一旦低下する状況が
みられる。
・事業所における女性管理職の割合は、増加傾向にあるものの、
女性管理職のいない事業所も依然として多い状況である。
・市町村における男女共同参画計画の策定状況は、54自治体中
44自治体である。

地域の実情と課題

【千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会】
・千葉県（男女共同参画課・雇用労働課）
・千葉労働局 ・市長会 ・町村会 ・経済産業団体12団体

連携団体

・シンポジウムの参加者アンケートの結果から、男性が家庭で家
事・子育てを4割以上行っている割合は、全体の3割ほどに留るな
ど、男性の家事・育児等への参画が急務なことから、県事業として
実施している「おとう飯レシピコンテスト」等とも連携して取り組む必
要がある。

今後の課題

・シンポジウムの開催にあたっては、お笑い芸人の男性講師によ
る実体験に基づいた講演と、より具体的な実践方法などを話し合
うパネルディスカッションという構成にすることで、夫婦・家族の家
事シェアについて考えるきっかけとなるようにした。

女性活躍推進・男女共同参画学習研修事業【千葉県】

【目的】 本県における男女共同参画及び女性活躍を推進するた
め、社会経済情勢に対応した各種講座及びシンポジウムを開催す
るとともに、次期男女共同参画計画を策定する際の参考とするた
め県民意識調査を実施する。
【目標】（１）各事業参加者合計人数（講座405人以上、シンポ135人以上）
（２）各事業参加者満足度（講座90％以上）・意識の変化（シンポ85％以上）

目的・目標

・シンポジウムでは、20～40代の子育て世代の参加が6割を超えた
ことに加え、一般参加者の７割が共働き世帯であることなど、男性
の家事・育児参加に対する関心の高さを伺うことができ、日頃男女
共同参画イベントに参加する機会のない方にも興味を持ってもらう
ことができた。

事業の特徴

事業の効果



事業の概要

家事シェアで一致団結シンポジウム（第２回女性活躍推進特別部会）の開催（令和３年２月２８日）

男性と女性の意識差が顕著な家事について「家事シェア」をテーマに、広く一般県民も参加できるシンポジウムを開催した。シンポジウ
ムには７４名が参加し、お笑い芸人の実体験に基づく講演と、より具体的な実践方法なｓ度を話し合うパネルディスカッションにより、夫婦
・家族間の「家事シェア」について考えるきっかけとなった。

①主催 千葉県、千葉県男女共同参画推進連携会議
②ＺＯＯＭウェビナーによるオンライン開催
③内容 第１部 講演「家事シェアで夫婦円満！」

＜講師＞ 川島 章良 氏
（お笑い芸人 はんにゃ）

第２部 パネルディスカッション
「夫婦はチームメイト！家事シェアで一致団結」

＜パネリスト＞
川島 章良 氏
滝村 雅晴 氏（パパ料理家 株式会社ビストロパパ代表取締役）

＜コーディネーター＞
林田 香織 氏（WondaerLife LLP代表）

千葉県男女共同参画推進連携会議 女性活躍推進特別部会

第１回産業部会・女性活躍推進特別部会の開催（令和２年１０月２９日）

「これからの時代の管理職はイクボス 今日からイクボス宣言！」と題し、男性も女性も働きやすい職場づくりには、管理職に率先して
イクボスになっていただくことが必要なことから、産業部会・女性活躍推進特別部会の合同研修会を開催した。研修会では、男女共同参
画に積極的に取り組む事業所による発表や、講師による講演を通して、管理職だけでなく、これから管理職を目指す方々も、イクボスに
なるためにはどのように取り組めばよいのかを考えた。

①主催 千葉県、千葉県男女共同参画推進連携会議（産業部会・女性活躍推進特別部会）
②会場 千葉市生涯学習センター B１階 小ホール
③内容 第１部 令和元年度千葉県男女共同参画推進事業所表彰 知事賞受賞事業所の取組発表

＜発表者＞ 片桐 由起子 氏（学校法人東邦大学 ダイバーシティ推進センターセンター長 ）

第２部 講演「管理職（イクボス）セミナー ～女性活躍推進とワークライフバランスの実現のために」
＜講師＞ 畠山 初美 氏（一般社団法人女性労働協会女性就業支援専門員）



地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

男女共同参画センター事業【千葉県】

目的・目標

事業の特徴

・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある（M字
カーブ）。

・男性も女性も仕事と家庭生活など、バランスのとれたライフスタイ
ルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。

これらのことから、今後到来する人口減少社会において、経済社
会を活性化するためには、女性をはじめとする多様な人材の活躍
が必要である。

「女性が働くこと」に焦点を当て、女性がなんらかの形（就労・就農・起
業など）で働くことを模索し、実際に働くことにたどり着くまでの支援を
する講座とする。

女性就業率の増加が図られるとともに、今後のロールモデルを育成
し、女性活躍の促進が図られる。
男女共同参画センター事業への活用も検討する。

目標 あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：各事業参加者数合計 406人以上

各事業参加者満足度 90％以上

男女共同参画を推進するため、県民意識の醸成や人材の養成を図る
ための各種講座のほか、大学や地域団体との連携により専門性・先
進性の高い、社会経済情勢に対応した講座を開催するとともに、発信
力強化を図る。

目標 あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標：各事業参加者数合計 406人以上

各事業参加者満足度 90％以上

実績 あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業実績：各事業参加者数合計 726人

各事業参加者満足度 91.8％（平均）

就労支援講座・・・千葉県ジョブサポートセンター 、マナーファースト
※開催見送り
就農支援講座・・・タンジョウ農場 タンジョウファームキッチン
起業支援講座・・・美千代デザイン株式会社

大学との連携セミナー・・・千葉商科大学、千葉県立保健医療大学、千葉
県立農業大学校

地域団体との連携セミナー・・・千葉県医師会、日本政策金融公庫国民生
活事業

アンケート結果の確認を通して、更なる県民ニーズの分析・把握に
努めるとともに、継続して当センターの周知を行い、より多くの参加
者を募る。



「女性のための起業支援講座 起業のきっかけづくりセミナー
～先輩起業家のお話を聞いて、起業のヒントをもらいましょう～」を開催（１０月１５日）

起業を考えている女性を対象に講座を開催。
先輩起業家を講師にお招きし、自身の経験談や本音等を交えつつ講演を行った。

（１）主 催 千葉県
（２）共 催 印西市
（３）会 場 印西市立そうふけ公民館 ２階 視聴覚室
（４）内 容 講演「私だけにできる世の中への役立ち方」

＜講師＞ 小山 美千代 氏（美千代デザイン株式会社 代表取締役）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果



「女性のための農業入門講座～第4弾 in タンジョウ農場」を開催（１０月２０日）
農業関係で働くことを考えている女性を対象とした講座を開催した。
農場見学を行った後、２グループに分かれて収穫体験を行い、座学講義を実施した。

（１）主 催 千葉県
（２）会 場 タンジョウ農場 タンジョウファームキッチン
（３）内 容 農場見学、収穫体験、座学講義、制作体験

＜講師＞ 岩山 雅子 氏（タンジョウ農場 総括マネージャー）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果



「女性のための就労支援講座」を開催（１月２９日、２月４日）

（１）主 催 千葉県
（２）共 催 ハローワーク千葉
（２）会 場 千葉県男女共同参画センター ３階 会議室
（３）内 容 第１回

「就職活動のステップを踏み出そう！！」
～自己理解（自己分析）・仕事理解・応募準備～
＜講師＞ 渡邉 美保子氏（千葉県ジョブサポートセンター相談員）
第２回
「社会で輝く！ヒューマンスキルアップ講座」
～社会人として必要な対人関係能力・コミュニケーション力を強化する～
＜講師＞長尾 雪子氏（マナーファースト 代表）
「ハローワークの上手な利用方法」
＜講師＞マザーズハローワークちば職員

事業の概要

開催結果

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
令和２年度の開催は見送り



大学との連携講座
「女性のための農業入門講座 第５弾～in 農業大学校 秋の収穫体験編～」を開催（１１月１７日）
農業関係で働くことを考えている女性を対象とした講座を千葉県立農業大学校にて
開催した。
座学形式の講義を行った後、種類豊富なさつま芋の収穫体験を行い、農大が有する
農場の見学を実施した。

（１）主 催 千葉県
（２）会 場 千葉県立農業大学校
（３）内 容 座学講義、収穫体験、農場見学

座学講義
＜講師＞若梅 均 氏（千葉県立農業大学校 教授兼農業研修科長）
収穫体験、農場見学
＜講師＞佐瀬 善浩 氏（千葉県立農業大学校 教授兼農学科長）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果



大学との連携講座
「大学との連携オンラインセミナー」を開催（２月９日～３月３１日）
千葉商科大学、千葉県立保健医療大学と連携し、YouTubeを用いたオンラインセミナー
（事前収録型）を開催した。
千葉商科大学との連携講座では、起業を考えている方を対象に、起業前と起業後での
場面に応じた講座を２種類、２人の講師にご講演いただいた。
千葉県立保健医療大学との連携講座では、新型コロナウイルス流行下での閉じこもりがちな
生活を快適に過ごす、健康・体力づくりについてご講演いただいた。

（１）主 催 千葉県
（２）共 催 千葉商科大学・千葉県立保健医療大学
（３）内 容 千葉商科大学

＜講師＞ 上田 将史 氏（慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス インキュベーションマネージャー）
講義「千葉県 起業チャレンジセミナー-CHALLENGE MIND 養成講座-」
＜講師＞ 石井 孝昌 氏（千葉商科大学 大学院 商学研究科 客員教授、中小企業診断士）
講義「創業者がお客様を集めるPR作戦」
千葉県立保健医療大学
講義 「コロナ時代を元気に過ごす-今、私たちができる健康づくり」
＜講師＞ 島田 美恵子 氏（千葉県立保健医療大学 健康科学部 歯科衛生学科 教授）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果



地域団体との連携講座
「女性のための起業支援講座 成功する起業プランの作成」を開催（１２月１０日、１７日）
起業を考えている女性を対象に講座を開催。
自分の夢の実現に向けたアイデア出しから、ビジネスプランの作成まで支援する講座を２日間実施した。
終了後には、個別相談も行った。

（１）主 催 千葉県、日本政策金融公庫国民生活事業
（２）会 場 千葉県男女共同参画センター ３階 会議室
（３）内 容 １日目

講演「アイデア出しから始めてみよう」
個別相談会
＜講師＞ 寺田 博史 氏（日本政策金融公庫 国民生活事業

南関東創業支援センター 所長 ）

２日目
講演「起業のためのビジネスプラン作成のポイント」

「事業承継をきっかけとした起業とは」

個別相談会
＜講師＞ 寺田 博史 氏（同上）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果



「コロナ禍での名もなき家事を考える」を開催（２月５日～３月３１日）
千葉県医師会と連携し、コロナウイルスの影響で自宅にいる時間が増えることに
伴い、女性の家事への負担が増えている点に着目し、「名もなき家事」について
視聴者と共に考える、オンラインセミナー（事前収録型）を開催した。
事前に質問を募集し、それに対して２部目の対談で回答する時間を設けた。

（１）主 催 千葉県・千葉県医師会
（２）内 容 第１部 講義

＜講師＞大野 京子 氏（千葉県医師会 理事）
長瀬 慈村（千葉県医師会男女共同参画委員会

副委員長）

第２部 対談（検診の重要性について 他）
＜講師＞大野 京子 氏（同上）

長瀬 慈村 氏（同上）
和田 浩明氏（千葉県医師会 理事）

事業の概要

千葉県ホームページ及び千葉県男女共同参画センター発行の広報誌（eパートナーちば）へ掲載し、県民及び関係者
に対し情報発信を行った。（10,000部発行）

開催結果
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